「児童ポルノ」と「子どもの性的虐待の記録」の対象範囲
【１号ポルノ】
子どもへの性交、性交類似行為　＜条例1～5号＞

【２号ポルノ】
子どもの性器等を触る又は子どもに他人の性器等を触らせる行為で、性欲を興奮・刺激するもの＜条例1～5号＞

【３号ポルノ】
半裸又は全裸で殊更に児童の性器等周辺部を露出、強調されているもので、性欲を興奮・刺激するもの＜条例1,4,5,6,7号＞
（強制わいせつに該当するもの）



資料２


重複部分

子どもの性的虐待の記録
児童ポルノ


【３号ポルノ】
○半裸又は全裸で性器等を露出した画像
（強制わいせつに該当しないもの）

（例）
・風呂場での盗撮写真等で性器が写ってるもの

○着衣の上からのわいせつ行為を記録したもの＜条例1,4,5号＞　　　　　　　　
（例）　　　　　　　　　
・無理やりキスする
・着衣の上から胸をなでまわす
・子どもの顔面に精液をかける 

○水着、下着等を着用した状態
で陰部・でん部を強調した姿
態をとらせる。＜条例6,7号)＞



大阪府青少年健全育成条例第39条第１項（子どもの性的虐待の記録の定義）
（１）刑法第176条から第178条の２までの規定に該当する行為　　　　　　　　　　（２）児童福祉法第34条第１項第６号に掲げる行為
（３）児童買春、児童ポルノに係る行為等の処罰及び児童の保護等に関する法律第２条第２項に規定する児童買春
（４）児童虐待の防止等に関する法律第２条第２号に掲げる行為及び同法第３条の虐待
（５）条例第34条各号に掲げる行為　　　　（６）13歳未満の青少年が水着、下着等を着用した状態で陰部又はでん部を強調した姿態をとらせる行為
（７）13歳以上18歳未満の青少年の同意を得ず、又は当該青少年を威迫し、欺き、若しくは困惑させて、当該青少年が水着、下着等を着用した状態で陰部又はでん部を強調した姿態をとらせる行為
児童買春、児童ポルノに係る行為等の規制及び処罰並びに児童の保護等に関する法律第２条第３項（児童ポルノの定義）
一 　児童を相手方とする又は児童による性交又は性交類似行為に係る児童の姿態 
二 　他人が児童の性器等を触る行為又は児童が他人の性器等を触る行為に係る児童の姿態であって性欲を興奮させ又は刺激するもの 
三 　衣服の全部又は一部を着けない児童の姿態であって、殊更に児童の性的な部位（性器等若しくはその周辺部、臀部又は胸部をいう。）が露出され
又は強調されているものであり、かつ性欲を興奮させ又は刺激するもの

